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基本理念 希望のある医療 

 

第４回「高砂市民病院健康まつり」を開催します 
 

 地域に開かれた病院をめざし、今年も「健康まつり」を開催いたします。 

医師・看護師など各専門家による相談や健康講義、院内探検、ピロリ菌や骨年齢のチェック、パネル

展示、キッズコーナーなど様々なプログラムを用意しています。 

 多くの皆様のご来場を心よりお待ちしております。 

 

日 時   １０月２９日（土）１２～１５時 

場 所   高砂市民病院内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ（お礼） 

義援金のご協力に感謝申しあげます 

 東日本大震災で被災された方々を支援するため、義援金の募金箱を会計窓口横に設置しており

ました。 

 平成２３年３月１４日～９月３０日までの当院での募金総額は 

 ５６２，６０２円 となりました。 

皆さまの温かいご協力ありがとうございました。 

第 ４ ７ 号

平成２３年１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の様子です 



「きぼうへのかけはし」に関するお問合せは、 

地域医療連携室までお願いします。 

連絡先   〒６７６－８５８５  兵庫県高砂市荒井町紙町３３番１号 

   TEL ０７９－４４２－３９８１（内線５１４６） 

   FAX ０７９－４４３－１４０１ 

   ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www．hospital-takasago．ｊｐ/ 

第１６回日本緩和医療学会学術大会に参加しました 

 平成２３年７月２９日～３０日に北海道札幌市で開催された第１６回日本緩和医療学会学術大会に、

当院緩和ケアチームのスタッフが参加しました。 

 今回の大会は、「いのちをささえ いのちをつなぐ 緩和ケア ～病院から地域へ～」をテーマにして、

これからの日本の医療の方向性と緩和医療・緩和ケアの方向性を提示し、全国より１，１３６題の演題

発表がありました。 

 

★当院から次の演題を発表しました 

１） オキサリプラチンの点滴静注におけるしびれ感・血管痛対策への取り組み 

          石見淳子 薬剤師 

 

２） 急性期病棟でモニターをつけたくないという意思決定を尊重した一事例  

          栄浪聖子 看護師 

 

     ３）患者・家族の意思を尊重したリンパ浮腫セルフケア指導 

          鶴崎奈緒子 看護師 

 

     ４）高齢者施設におけるエンゼルケアの実態調査 

          橋本みさ子 看護師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ホッとひと息寄り道講座」を始めます 

 当院では、診療の待ち時間を利用して、患者さまや付き添いの方などを対象に医療や病気に関する

ことなどを担当職員が説明する「ホッとひと息寄り道講座」を１１月から開催いたします。 

お気軽にご参加ください。 

    日 時  毎月第２月曜と第４水曜 １０時～１０時３０分 

        （初回は１１月１４日です） 

    場 所  正面玄関ホール 公衆電話前 

    内 容  平成２３年１１月 地域医療 

           （今後の予定） 

           平成２３年１２月 感染 

           平成２４年 １月 緩和ケア 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

これからもより一層、質の高い

患者さまのための医療を目指し

頑張っていきます 

 

緩和ケアチーム一同 


